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袋
は
エ
エ
け
ど

中
身
は
？

対揚導師内藤経雄副会長 ワントップ  1.1.2 のフォーメーション

遺族は喪服で参列です お題目写経に切火

ハチ
は本
バチ
やでぇ

～。オレはでけへんけれど…聲明師やからな～
異体同心なれば建築も成ず。お師匠様～、よろしくお願いします

日明上人、お世話になりました宗平協の森修覚師

おつかれ様でした。カンパ～イ、いや今日はケンパ～イ！？ コレ何ンやろ？  とりあえず食べてみたら判るワ今回は気品あふれる大丸の袋で

　

開
山
会
は
雨
の
予
報
も
あ
り
ま
し
た
が
、
天

気
も
何
と
か
持
ち
直
し
、
1
3
0
周
年
の
記
念

法
要
を
無
事
終
え
ま
し
た
。
当
日
は
、
歴
代
先

師
の
法
要
と
合
わ
せ
て
先
代
の
一
周
忌
法
要
を

営
み
、
遺
族
を
含
む
五
十
名
ほ
ど
の
方
に
出
席

頂
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
兵
庫
東
部
聲
明
師
会
に
御
出
仕
頂
き
、

報
恩
角
塔
婆
へ
対
揚
次
第
音
を
捧
げ
、
音
楽
法

要
と
し
て
奉
行
致
し
ま
し
た
。
東
京
か
ら
日
本

宗
教
者
平
和
協
議
会
の
森
修
覚
事
務
局
長
に
御

来
臨
を
賜
り
、
法
縁
妙
國
寺
の
お
山
か
ら
も
お

花
を
添
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　

法
要
の
中
で
は
、
こ
の
数
年
間
、
檀
信
徒
の

皆
様
に
謹
写
い
た
だ
い
た
お
題
目
写
経
・
約
千

九
百
枚
（
芳
名
別
掲
）
を
総
代
・
杉
山
雅
威
氏

が
奉
納
。
妙
法
華
院
第
三
期
工
事
報
恩
事
業
の

成
功
を
祈
念
致
し
ま
し
た
。

兵
庫
県
東
部
聲
明
師
会
協
力

師僧の開山会法要の時と同じく暗闇から始まる演出

岡部日聡猊下と聲明師会より供花

靴を脱いでの焼香もコレが最後です

當山繁栄  伽藍相続  火盗公私  諸縁吉祥  山禄倍増  宝塔高揚  令法久住

妙
法
華
院
一
三
〇
周
年

歴
代
先
師
法
要
・
第
四
世 

妙
解
院
日
明
上
人
一
周
忌
法
要

４
月
13
日（
日
）
午
後
１
時
〜
３
時
半

開
山
会
記
念
法
要

報
恩
法
要

● 

聲
明
を
中
心
と
し
た
音
楽
法
要

● 
報
恩
角
塔
婆
の
建
立

● 

お
題
目
写
経
の
納
経

● 

信
行
会
開
講
式

初
講 

山
主
講
話

智
孝
の
お
話　

第
４
弾
！

「
常
に
青
く
あ
り
続
け
よ
う
」

歴
代
先
師
法
要

第
四
世 

妙
解
院
日
明
上
人
一
周
忌
法
要

ごちそうさん

昨夜は、夏以来に久しぶりに長
男・次男も揃っての夕食となりま

した。それぞれに学校やバイト等に忙しくて５
人と犬とウサギの家族全員が揃うことは、最近
めずらしくなってきました。特別に外食したわ
けでもなく、ごく普通の夕食ですが幸せな一時
でした。ただ、みんなガタイが
でかくなって、狭い我が家は
益々狭く感じます。新しい庫裡
の完成が待ち遠しい春です。
ハレルヤ～♪ (^_^)

れんこ
ん

日　記
2014年2月20日（木）

衣
は
多
少
太
っ
て
も

対
応
で
き
て
便
利
デ
ス

な
に
言
う
と
ん
！

　
中
身
も
エ
エ
よ
〜

始
、導
師
式
衆
入
堂

一
、初
伽
陀　

一
、開
式
の
辞

一
、道
場
偈

一
、切
散
華

一
、勧　

請

一
、開
経
偈

一
、読　

経
・
自
我
偈
訓
読

　
　

お
題
目
写
経
奉
奠（
総
代
）

一
、本
咒
讃

一
、鐃
ハ
チ　

一
、対　

揚（
次
第
音
）

一
、祖
訓
拝
読（
導
師
）

一
、唱　

題　

一
、回
向
伽
陀

一
、四　

誓

　
信
行
会
開
講
式

一
、読　

経 

･
自
我
偈
真
読

一
、祖
訓
拝
読
・
諸
法
実
相
鈔

一
、唱　

題

一
、宝
塔
訓

一
、回　

向

一
、三　

帰

一
、奉　

送

一
、閉
式
の
辞

終
、導
師
式
衆
退
堂

　　
来
賓

　

日
本
宗
教
者
平
和
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

森
修
覚
事
務
局
長

　
聲
明
師
会
出
仕
式
衆

　

法
蓮
寺
住
職　
　

内
藤
経
雄
上
人

　

教
福
寺
住
職　
　

鈴
木
康
照
上
人

　

本
妙
院
修
徒　
　

大
塚
泰
雅
上
人

　

安
国
寺
修
徒　
　

川
添
裕
載
上
人

　
司
会

　

妙
栄
教
会
修
徒　

清
水
隆
将
上
人

次第音「しだいおん」と読む。

カエルの唄ような輪唱の事。

ゲロゲログァグァ。



一
月
一
日（
祝
）

新
年
祝
祷
会

一
月
十
五
日（
水
）
〜
二
十
九
日（
水
）

寒
修
行
托
鉢

元旦にお参りするとお年玉がもらえます。今年はご夫婦で大当たり！！ 大学合格しますよ～に。

ガイア…じゃなかった。お寺の夜明け。

祝　本年は当山開創130周年です Vol .9（２）

工事中でもお寺で法事を受けることは可能ですが、時期によっては本堂も改修を行いますので、場所については納骨堂や仮本堂に変更する事もあります。

智
孝
さ
ん
の
お
話　

第
４
弾
!!

ジンビーヨー
れんこ

ん

日　記

2014年2月8日（土）

ナ
ニ
が
あ
た
る
ん
？

諸
行
無
常
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

全
て
の
物
に
は
、
＋
と
－
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
あ
り
ま
す
。
新
し
い
も
の
が
＋

で
古
く
な
る
と
－
に
変
化
し
て
い
き
ま

す
。
つ
ま
り
時
が
流
れ
る
と
そ
の
物
体

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
薄
れ
て
い
く
の
で
す
。

物
事
は
常
に
移
ろ
い
ま
す
。

　

人
間
は
自
然
界
の
中
の
生
き
物
。
自

然
の
中
に
は
癒
し
の
効
果
や
浄
化
作
用

が
あ
り
ま
す
。
自
然
に
包
ま
れ
る
と
心

身
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
る
。
ま
た
素
晴
ら

し
い
芸
術
や
絵
画
（
目
）
、
花
の
香
り

（
鼻
）
、
美
し
い
音
楽
（
耳
）
、
新
鮮

な
旬
の
食
べ
物
（
舌
）
、
干
し
た
布
団

に
パ
リ
ッ
と
し
た
シ
ー
ツ
等
（
触
感
）

私
た
ち
が
心
地
よ
い
と
感
じ
る
も
の
か

ら
も
＋
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
得
ら
れ
ま
す
。

　

何
気
な
い
日
常
生
活
の
中
か
ら
自
分

の
五
感
で
気
持
ち
の
良
い
こ
と
を
ど
れ

だ
け
感
じ
と
れ
る
か
が
重
要
な
の
で
す
。

実
は
そ
の
日
々
の
小
さ
な
幸
せ
の
積
み

重
ね
が
一
番
大
切
な
事
で
、
私
た
ち
の

感
受
性
は
磨
か
れ
て
い
く
の
で
す
。

良
く
眠
り
、太
陽
を
浴
び
よ
う　

　

未
来
を
直
接
変
え
る
こ
と
は
出
来
ま

せ
ん
が
、
今
自
分
が
ど
う
過
ご
す
か
で

将
来
は
確
実
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

日
々
が
充
実
し
、
毎
日
幸
せ
な
時
間
を

感
じ
て
過
ご
せ
る
な
ら
ば
、
人
生
に
悔

い
は
残
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
睡
眠
の
質

を
上
げ
る
よ
う
に
努
力
し
、
そ
し
て
早

起
き
を
し
ま
し
ょ
う
。
地
上
に
よ
ど
ん

だ
負
の
空
気
は
、
夜
の
内
に
風
に
流
さ

れ
一
掃
さ
れ
ま
す
。
夜
明
け
と
共
に
、

大
地
か
ら
新
た
な
＋
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

沸
き
立
ち
、
強
烈
な
太
陽
の
光
が
私
達

を
包
み
ま
す
。
朝
は
一
番
の
充
電
時
間

な
の
で
す
。

断
捨
離
を
敢
行
す
る

　

机
の
中
や
身
の
回
り
が
乱
雑
に
な
っ

て
く
る
と
、
何
を
す
る
の
に
も
ロ
ス
が

多
い
人
生
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
定

位
置
に
物
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
必

要
な
物
が
す
ぐ
に
取
り
出
せ
、
時
間
に

無
駄
が
無
い
。
周
り
の
物
を
ふ
る
い
に

か
け
て
一
度
整
理
す
る
事
が
大
切
で
す
。

「
い
つ
か
役
に
立
つ
か
も
し
れ
な
い
」

「
い
ざ
と
い
う
と
き
に
便
利
」
と
考
え

て
過
去
に
執
着
し
て
い
る
と
、
使
用
さ

れ
な
い
物
は
、
ど
ん
ど
ん
－
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
強
く
な
っ
て
い
く
。
そ
ん
な
物

に
囲
ま
れ
た
生
活
を
し
て
い
る
と
、
自

分
自
身
に
強
い
＋
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
っ

て
も
必
ず
負
け
て
し
ま
い
ま
す
。

品
物
を
捨
て
て
も
想
い
出
は
消
え
な
い

　

新
鮮
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
込
む
の

に
は
、
常
に
新
し
い
流
れ
が
入
っ
て
来

る
隙
間
を
空
け
て
お
く
事
が
必
要
。
携

帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
に
溜
ま
っ
た

子
供
の
古
い
写
真
は
消
去
し
て
、
想
い

出
だ
け
を
残
し
ま
し
ょ
う
。
必
要
の
な

い
メ
ー
ル
も
整
理
す
べ
き
で
す
。
連
絡

を
と
ら
な
く
な
っ
た
友
人
の
ア
ド
レ
ス

も
思
い
切
っ
て
削
除
し
ま
し
ょ
う
。
そ

う
す
る
と
新
し
い
友
達
が
自
然
と
出
来

る
も
の
で
す
。

　

ま
た
人
生
の
質
を
高
め
る
の
に
は
、

物
に
も
こ
だ
わ
る
事
が
必
要
で
す
。

バ
ッ
グ
は
す
ご
く
高
級
な
の
に
、
日
用

品
は
ヒ
ャ
ッ
キ
ン
。
私
も
人
の
事
は
言

え
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
は
逆
で
、
む
し
ろ

身
の
回
り
に
近
い
物
ほ
ど
良
い
物
を
持

つ
べ
き
で
、
毎
日
お
気
に
入
り
を
使
う

事
で
幸
せ
を
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

信
行
会
初
講

自
分
が
充
実
で
き
る
時
間
を
増
や
す

　

自
分
に
心
地
よ
い
時
間
を
つ
く
る
の

に
は
、
行
き
た
く
な
い
場
所
に
は
行
か

な
い
。
「
付
き
合
い
だ
か
ら
」
と
か
、

「
嫌
わ
れ
る
か
ら
」
と
か
い
う
考
え
は

捨
て
る
。
こ
う
い
う
と
自
己
中
心
的
な

考
え
だ
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
心
を
い
つ
も
清
浄
に
保
っ
て
い
れ

ば
、
断
っ
て
も
嫌
み
に
は
な
ら
な
い
し
、

一
時
は
「
付
き
合
い
の
悪
い
人
」
と
思

わ
れ
て
も
、
い
つ
か
理
解
さ
れ
る
と
き

が
来
ま
す
。
そ
の
良
い
例
が

ペ
ッ
ト
。
ウ
チ

の
愛
兎
「
レ
ミ
」

ち
ゃ
ん
は
、

ビ
ス
ケ
ッ
ト
を

自
分
が

欲
し
い

時
だ
け
、

す
ご
く

お
ね
だ
り
。

お
腹
い
っ
ぱ
い
の

時
に
は
見
向
き
も
し
な
い
。

人
間
は
、
今
貰
っ
と
か
な
い
と
…
と
下

心
が
で
る
の
で
、
と
り
あ
え
ず
受
け
取

り
ま
す
。
し
か
し
動
物
に
は
そ
ん
な
邪

念
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
の
自
分
に
と
っ

て
必
要
か
ど
う
か
、
イ
エ
ス
か
ノ
ー
か

だ
け
。
動
物
の
瞳
が
、
美
し
く
か
わ
い

い
の
は
、
余
分
な
欲
を
持
た
ず
に
正
直

で
純
粋
に
生
き
て
い
る
か
ら
で
す
。

お
寺
が「
お
気
持
ち
で
」と
言
う
ワ
ケ

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
循
環
し
て
い
る
の
で
、

幸
せ
は
人
に
分
け
与
え
ま
し
ょ
う
。
す

る
と
ま
た
自
分
に
返
っ
て
く
る
。
何
気

な
い
小
さ
な
事
で
も
自
分
が
幸
せ
と
感

じ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
を
ま
た
人
に
還
元

し
て
い
く
。
そ
れ
が
大
切
な
生
き
方
。

お
金
は
、
「
稼
ぐ
」
「
使
う
」
「
貯
め

る
」
の
３
つ
。
お
金
は
人
々
の
欲
に
触

れ
て
強
い
－
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
っ
て

自
分
の
と
こ
ろ
へ
や
っ
て
く
る
。
身
の

丈
以
上
に
、
欲
を
持
っ
て
お
金
に
執
着

す
る
と
そ
の
－
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
巻
き

込
ま
れ
て
人
生
が
狂
う
。

　

お
金
は
、
も
と
も
と
感
謝
を
表
す
道

具
の
ひ
と
つ
な
の
で
す
。
商
売
は
、
最

初
か
ら
定
価
が
決
ま
っ
て
い
て
、
そ
の

価
値
を
納
得
し
て
客
が
対
価
を
払
う
。

し
か
し
お
寺
は
違
い
ま
す
。
お
布
施
や

寄
付
に
価
格
や
定
価
が
な
い
の
は
、
人

間
の
純
粋
な
心
を
取
り
戻
し
伝
え
て
い

く
場
所
だ
か
ら
で
す
。
前
に
も
書
き
ま

し
た
。
お
布
施
は
、
僧
侶
の
時
給
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ご
本
尊
や
仏
さ
ま
に
感

謝
し
御
供
え
す
る
も
の
な
の
で
す
。
そ

の
事
が
理
解
出
来
な
い
の
は
、
心
の
ど

こ
か
で
信
じ
き
れ
て
い
な
い
部
分
が
あ

る
か
ら
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
思
い
切
っ

た
喜
捨
（
寄
付
）
も
出
来
な
い
ん
だ
と

思
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
や
未
来
の

た
め
に
、
あ
る
程
度
の
蓄
え
は
必
要
で

す
が
、
倹
約
ば
か
り
で
今
の
自
分
が
楽

開
創
130
周
年

報
恩
写
経

常
に
青
く
あ
り
続
け
よ
う

し
く
な
け
れ
ば
、
良
い
人
生　

良
い
成

長
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
質
を
高
め

る
よ
う
な
事
に
お
金
は
使
う
べ
き
で
す
。

執
着
を
断
ち
切
り
心
の
浄
化

　

当
山
の
ご
本
尊
は
壁
に
ペ
ン
キ
で
描

か
れ
た
た
だ
の
壁
。
仏
像
は
、
た
だ
の

木
で
出
来
た
彫
刻
や
人
形
。
で
も
そ
う

し
た
生
命
の
無
い
も
の
に
も
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
あ
る
。
お
寺
は
、
ず
っ
と
そ
の

ご
本
尊
に
対
し
て
1
3
0
年
間
お
経
を

上
げ
続
け
て
い
る
場
所
な
の
で
す
。

　

毎
日
、
お
給
仕
を
し
て
掃
除
を
怠
ら

な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
、
本
堂
は
そ

の
パ
ワ
ー
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
溢
れ

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
お
寺
は
、
本
年
こ
う
し
て
増

改
築
工
事
の
大
き
な
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
綺
麗
に
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
さ
れ
た
お
寺
は
、
ま

す
ま
す
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
す

る
事
で
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
素

晴
ら
し
い
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
に
な
れ
る
よ
う
に
、
私

は
努
力
し
続
け
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
も
ま
た
こ
の
機
会

に
、
思
い
切
っ
て
自
分
の

執
着
を
断
ち
切
っ
て
お
寺

に
喜
捨
し
て
頂
け
ま
せ
ん

か
。
お
題
目
の
功
徳
を
受

け
る
皆
さ
ん
の
心
は
、
清

ら
か
で
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

　

お
寺
へ
来
ら
れ
て
、
お

経
を
読
ん
だ
り
、
お
題
目

を
唱
え
た
り
、
写
経
し
た
り
す
る
事
は
、

も
ち
ろ
ん
＋
の
清
浄
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

得
ら
れ
て
、
自
分
自
身
の
心
の
浄
化
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

清
ら
か
な
心
と
は
、
常
に
ピ
ュ
ア
で

純
粋
な
気
持
ち
を
持
ち
続
け
る
こ
と
。

　

そ
う
常
に
青
く
あ
り
続
け
る
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。

　

濁
っ
た
バ
ケ
ツ
の
水
に
、
い
く
ら
綺

麗
な
水
を
注
い
で
も
、
す
ぐ
に
は
透
明

に
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
日
頃
か
ら
、

清
ら
か
な
心
を
持
ち
続
け
ら
れ
る
よ
う

努
力
す
る
事
が
一
番
大
切
な
の
で
す
。

もしか
して

迷惑？？

3
3
2
枚

枝
澤　
　

實

3
1
7
枚

大
橋
ヒ
デ
子

1
0
1
枚

吉
田　

日
美

1
0
0
枚

新
間　

智
孝

7
0
枚

枝
澤　

安
子

6
8
枚

寺
内　

京
子

5
8
枚

山
田
ま
さ
子

5
0
枚

清
水　

隆
将

新
間　

陽
子

4
3
枚

山
崎　

雅
祥

4
0
枚

上
野　
　

浩

3
9
枚

上
野
智
恵
子

2
0
枚

大
松　

純
子

山
口
温
巳
子

吉
田　

卓
司

1
9
枚

吉
田　

晃
巳

吉
田
未
友
木

吉
田　

百
花

1
8
枚

吉
田　

万
里

1
7
枚

中
西　

章
子

1
6
枚

大
野
篤
一
郎

1
4
枚

植
田　

恵
子

山
本　

重
子

1
3
枚

岩
根　

竜
子

高
杉　

敏
子

高
橋　
　

博 

中
尾
美
喜
子

中
河
加
代
子

中
島　

敏
子

1
2
枚

濵
口　

弘
幸

1
1
枚

村
瀬
み
よ
こ

1
0
枚

中
村
繁
嘉
壽

 

9
枚

永
田　

初
枝

 

8
枚

明
渡　

澄
子

沢
井　

鈴
子

初
野　

俊
助

 

7
枚

杉
山　

雅
威

魚
橋　

贇
充

枝
澤
さ
と
わ

京
口　

幸
子

田
中　

忠
男

三
木　

紀
枝

吉
田　

展
人

 

6
枚

京
口　

義
明

國
定　

輝
夫

佐
藤　

佳
子

田
中
芙
美
子

中
野　

勝
恵

 

5
枚

青
木　

久
子

魚
橋
ヨ
シ
子

枝
澤　

育
子

國
定　

靜
子

沢
井　

知
一

初
野　

開
子

いやぁ～、今年は
エエ事ありそうデス

神社でバンバン太鼓を打ち鳴らすのはチョッと
八幡諫暁（寒行）の気分です。

ドーチューアンゼン、イッサイムショーゲ。お檀家さんの笑顔に気持ちもなごみます。

宗門運動合掌礼♬少しも寒くないワ～♪　by 雪の女王

節分の行事を終え、彼岸まではチョット一息になりま
した。しかしこの間にやらなければイケナイ仕事や家

の事も目白押しにあります。１つひとつ確実
に乗り越えて進みます。少し楽になったのは、
子供達がそれぞれ目標に向かって独り立ちし
始めた事です。ようやく自分で考えて、自分
で道を切り開いて進むようになりました。大
手術を終えた犬の「そら」も自分でウンチが
出来るようになり、健康を取り戻しました。
我が家では、小さい時の長男の口癖で自分で
やる事を「ジンビーヨー」と言います。

収　　　入（円） 支　　　出（円）

建設志納金会計11～３月寺債金会計11～3月
2013年11月1日～2014年3月31日 2013年11月1日～2014年３月31日

志　納　金
　志納金寄付
　本会計より
信行志納金

永代納骨塔冥加金
自家壇冥加金
護持会より
寒行より
受取利息
銀行融資

収入小計
10月から繰越金
合　　計

寿量Ｃ
題目Ｃ

7,696,000　

（1,700,000）
4,000　

0　
0　

2,300,000　
1,500,000　
342,300　

2,930　
90,000,000　

101,845,230　
27,226,241　
129,071,471　

借入金返済
振込手数料
支払利息
設計士中間支払
アクト建設支払
建築確認申請料
建築概要申請証紙
登記簿謄本

支出小計
４月への繰越金
合　　計

0 
3,360 

225,894 
2,000,000 

97,300,000 
42,735 

300 
5,400 

 
99,577,689 
29,493,782 
129,071,471 

御
本
尊
御
供
え

十
一
月

山
田
ま
さ
子　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

大
橋
ヒ
デ
子　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

三
木　

紀
枝　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

空
閑　

義
郎　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

寺
内　

京
子　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

田
中　

良
枝　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

田
中
芙
美
子　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

杉
山　

雅
威　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

山
内　

哲
夫　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

大
松　

純
子　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

紙
野　
　

豊　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

大
橋
ヒ
デ
子
・
一
夫　

　
　
　
　
　
　
　

二
〇
、
〇
〇
〇
円

馬
場　

壯
夫　
　

二
〇
、
〇
〇
〇
円

片
山
ハ
ル
エ　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

第
29
区
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

二
〇
、
〇
〇
〇
円

武
田　

隆
遠　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

兵
庫
東
部
布
教
師
会

                     

一
〇
、
〇
〇
〇
円

十
二
月

木
内　

恒
道　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

兵
庫
東
部
布
教
師
会

　
　
　
　
　
　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

葬
儀
本
舗 

結　

  

一
〇
、
〇
〇
〇
円

栄
光
園
芸　
　
　

三
〇
、
〇
〇
〇
円

森　
　

延
枝　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

三
丸　

秀
文　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

田
中
萬
壽
子　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

一
月

大
松　

純
子　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

鎌
田　

秀
美　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

空
閑　

義
郎　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

枝
澤　
　

實　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

大
橋
ヒ
デ
子　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

大
橋　

一
夫　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

山
田
ま
さ
子　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

田
中　

良
枝　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

中
尾
美
喜
子　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

後
藤　

秀
幸　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

田
中
芙
美
子　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

木
住
多
美
子　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

三
木　

紀
枝　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

編
集
工
房
ト
ク
ヒ
ラ

　
　
　
　
　
　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

小
野　

貴
子　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

田
澤　

元
泰　
　

三
〇
、
〇
〇
〇
円

静
岡
東
部
宗
務
所

　
　
　
　
　
　
　

三
〇
、
〇
〇
〇
円

須
藤　

正
裕　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

木
内　

恒
道　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

葬
儀
本
舗 

結  　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

二
月

片
山
ハ
ル
エ　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

収　　　入（円）
志納金より
寺債金
受取利息

収入小計
10月から繰越金
合　　計

0
0

2,481
2,481

24,903,198
24,905,679

支　　　出（円）
志納金へ
返還金

支出小計
４月への繰越金
合　　計

0
1,700,000
1,700,000
23,205,679
24,905,679

満
座
供
養
者
名

お
会
式
（
十
一
月
）

総 

代 

一 

同　

・　

大
川　

正
子

田
中　

良
枝　

・　

三
木　

紀
枝

お
せ
が
き
（
三
月
）

臼
井　

艶
子　

・　

枝
澤　
　

實

中
尾
美
喜
子　

・　

中
村　

侑
子

濵
口　

弘
幸　

・　

前
田　
　

弘

信
行
志
納
金

二
〇
一
三
年
度
（
十
一
〜
三
月
）

枝
澤　
　

實　
　
　

四
、
〇
〇
〇
円

合
計　
　
　
　
　
　

四
、
〇
〇
〇
円

題
目
カ
ー
ド　
　

 　
一
、
三
九
八
枚

寿
量
品
カ
ー
ド　
　

一
、
二
八
六
枚

陀
羅
尼
カ
ー
ド　
　
　
　

一
七
八
枚　

建
設
志
納
者

二
〇
一
三
年
度
（
十
一
〜
三
月
）

明
渡　
　

正　
　

五
〇
、
〇
〇
〇
円

荒
木　

温
子　

六
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

枝
澤　
　

實　
　

四
〇
、
〇
〇
〇
円

大
野
篤
一
郎　
　
　

三
、
〇
〇
〇
円

佐
藤　

佳
子　
　

二
五
、
〇
〇
〇
円

新
間　

智
孝　

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

故
新
間
智
照
（
相
続
人
）

　
　
　
　

五
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

助
川　

恭
子　
　
　

六
、
〇
〇
〇
円

濵
口　

弘
幸　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

三
好
き
よ
子　

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

村
瀬
喜
紅
子　

   

一
二
、
〇
〇
〇
円

安
福　

敏
治　
　

四
〇
、
〇
〇
〇
円

吉
田
和
夫
（
兵
）
一
〇
、
〇
〇
〇
円

本
会
計
よ
り

　
　
　
　

一
、
七
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

合
計　
　

七
、
六
九
六
、
〇
〇
〇
円

寺債申込者数及び金額
 …………………  199名 103,200,000円　
満期返還及び志納金への振替等
 …………………   95名　45,100,000円　
寺債金残高……  104名　58,100,000円

現金  ………………………… 0円
普通預金  ………… 29,493,782円
郵便振込金  ………………… 0円
合計  ………………  29,493,782円

翌月繰越金内訳

三
月

後
藤　

秀
幸　
　

一
二
、
〇
〇
〇
円

大
橋
ヒ
デ
子　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

唐
田　

淳
男　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

公
営
社　
　
　
　

三
〇
、
〇
〇
〇
円

酒
井　

博
光　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

岸
本
智
恵
子　
　

二
〇
、
〇
〇
〇
円

岸
本　

剛
一　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

片
山
ハ
ル
エ　
　

一
三
、
〇
〇
〇
円

砂
子　

正
和　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円

中
村　

侑
子　

一
二
〇
、
〇
〇
〇
円

秋
山　
　

榮　
　

二
〇
、
〇
〇
〇
円

遠
藤　

順
丈　
　

一
〇
、
〇
〇
〇
円



お
寺
は
歴
史
を
感
じ
る
と
こ
ろ

二
月
三
日
（
月
）

節
分
星
祭

立正安国・お題目結縁運動（３）Vol .9

み
ん
な
、福
を
い
っ
ぱ
い

持
っ
て
帰
っ
て
下
さ
い
。

み
ん
な
、福
を
い
っ
ぱ
い

持
っ
て
帰
っ
て
下
さ
い
。

お寺のリニューアル工事が終わりましたら、対外的に自家納骨壇の宣伝を大きく行う予定にしています。皆様の中で当山の自家壇をお考えになっておられる方は、お早めにお申し込みされる事をお勧めします。

れんこ
ん

日　記

諸
行
無
常
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

全
て
の
物
に
は
、
＋
と
－
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
あ
り
ま
す
。
新
し
い
も
の
が
＋

で
古
く
な
る
と
－
に
変
化
し
て
い
き
ま

す
。
つ
ま
り
時
が
流
れ
る
と
そ
の
物
体

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
薄
れ
て
い
く
の
で
す
。

物
事
は
常
に
移
ろ
い
ま
す
。

　

人
間
は
自
然
界
の
中
の
生
き
物
。
自

然
の
中
に
は
癒
し
の
効
果
や
浄
化
作
用

が
あ
り
ま
す
。
自
然
に
包
ま
れ
る
と
心

身
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
る
。
ま
た
素
晴
ら

し
い
芸
術
や
絵
画
（
目
）
、
花
の
香
り

（
鼻
）
、
美
し
い
音
楽
（
耳
）
、
新
鮮

な
旬
の
食
べ
物
（
舌
）
、
干
し
た
布
団

に
パ
リ
ッ
と
し
た
シ
ー
ツ
等
（
触
感
）

私
た
ち
が
心
地
よ
い
と
感
じ
る
も
の
か

ら
も
＋
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
得
ら
れ
ま
す
。

　

何
気
な
い
日
常
生
活
の
中
か
ら
自
分

の
五
感
で
気
持
ち
の
良
い
こ
と
を
ど
れ

だ
け
感
じ
と
れ
る
か
が
重
要
な
の
で
す
。

実
は
そ
の
日
々
の
小
さ
な
幸
せ
の
積
み

重
ね
が
一
番
大
切
な
事
で
、
私
た
ち
の

感
受
性
は
磨
か
れ
て
い
く
の
で
す
。

良
く
眠
り
、太
陽
を
浴
び
よ
う　

　

未
来
を
直
接
変
え
る
こ
と
は
出
来
ま

せ
ん
が
、
今
自
分
が
ど
う
過
ご
す
か
で

将
来
は
確
実
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

日
々
が
充
実
し
、
毎
日
幸
せ
な
時
間
を

感
じ
て
過
ご
せ
る
な
ら
ば
、
人
生
に
悔

い
は
残
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
睡
眠
の
質

を
上
げ
る
よ
う
に
努
力
し
、
そ
し
て
早

起
き
を
し
ま
し
ょ
う
。
地
上
に
よ
ど
ん

だ
負
の
空
気
は
、
夜
の
内
に
風
に
流
さ

れ
一
掃
さ
れ
ま
す
。
夜
明
け
と
共
に
、

大
地
か
ら
新
た
な
＋
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

沸
き
立
ち
、
強
烈
な
太
陽
の
光
が
私
達

を
包
み
ま
す
。
朝
は
一
番
の
充
電
時
間

な
の
で
す
。

断
捨
離
を
敢
行
す
る

　

机
の
中
や
身
の
回
り
が
乱
雑
に
な
っ

て
く
る
と
、
何
を
す
る
の
に
も
ロ
ス
が

多
い
人
生
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
定

位
置
に
物
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
必

要
な
物
が
す
ぐ
に
取
り
出
せ
、
時
間
に

無
駄
が
無
い
。
周
り
の
物
を
ふ
る
い
に

か
け
て
一
度
整
理
す
る
事
が
大
切
で
す
。

「
い
つ
か
役
に
立
つ
か
も
し
れ
な
い
」

「
い
ざ
と
い
う
と
き
に
便
利
」
と
考
え

て
過
去
に
執
着
し
て
い
る
と
、
使
用
さ

れ
な
い
物
は
、
ど
ん
ど
ん
－
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
強
く
な
っ
て
い
く
。
そ
ん
な
物

に
囲
ま
れ
た
生
活
を
し
て
い
る
と
、
自

分
自
身
に
強
い
＋
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
っ

て
も
必
ず
負
け
て
し
ま
い
ま
す
。

品
物
を
捨
て
て
も
想
い
出
は
消
え
な
い

　

新
鮮
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
込
む
の

に
は
、
常
に
新
し
い
流
れ
が
入
っ
て
来

る
隙
間
を
空
け
て
お
く
事
が
必
要
。
携

帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
に
溜
ま
っ
た

子
供
の
古
い
写
真
は
消
去
し
て
、
想
い

出
だ
け
を
残
し
ま
し
ょ
う
。
必
要
の
な

い
メ
ー
ル
も
整
理
す
べ
き
で
す
。
連
絡

を
と
ら
な
く
な
っ
た
友
人
の
ア
ド
レ
ス

も
思
い
切
っ
て
削
除
し
ま
し
ょ
う
。
そ

う
す
る
と
新
し
い
友
達
が
自
然
と
出
来

る
も
の
で
す
。

　

ま
た
人
生
の
質
を
高
め
る
の
に
は
、

物
に
も
こ
だ
わ
る
事
が
必
要
で
す
。

バ
ッ
グ
は
す
ご
く
高
級
な
の
に
、
日
用

品
は
ヒ
ャ
ッ
キ
ン
。
私
も
人
の
事
は
言

え
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
は
逆
で
、
む
し
ろ

身
の
回
り
に
近
い
物
ほ
ど
良
い
物
を
持

つ
べ
き
で
、
毎
日
お
気
に
入
り
を
使
う

事
で
幸
せ
を
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

季節を肌で感じ、何気ない花でも美しいと感じられるピュアな心を持ち続ける…

自
分
が
充
実
で
き
る
時
間
を
増
や
す

　

自
分
に
心
地
よ
い
時
間
を
つ
く
る
の

に
は
、
行
き
た
く
な
い
場
所
に
は
行
か

な
い
。
「
付
き
合
い
だ
か
ら
」
と
か
、

「
嫌
わ
れ
る
か
ら
」
と
か
い
う
考
え
は

捨
て
る
。
こ
う
い
う
と
自
己
中
心
的
な

考
え
だ
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
心
を
い
つ
も
清
浄
に
保
っ
て
い
れ

ば
、
断
っ
て
も
嫌
み
に
は
な
ら
な
い
し
、

一
時
は
「
付
き
合
い
の
悪
い
人
」
と
思

わ
れ
て
も
、
い
つ
か
理
解
さ
れ
る
と
き

が
来
ま
す
。
そ
の
良
い
例
が

ペ
ッ
ト
。
ウ
チ

の
愛
兎
「
レ
ミ
」

ち
ゃ
ん
は
、

ビ
ス
ケ
ッ
ト
を

自
分
が

欲
し
い

時
だ
け
、

す
ご
く

お
ね
だ
り
。

お
腹
い
っ
ぱ
い
の

時
に
は
見
向
き
も
し
な
い
。

人
間
は
、
今
貰
っ
と
か
な
い
と
…
と
下

心
が
で
る
の
で
、
と
り
あ
え
ず
受
け
取

り
ま
す
。
し
か
し
動
物
に
は
そ
ん
な
邪

念
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
の
自
分
に
と
っ

て
必
要
か
ど
う
か
、
イ
エ
ス
か
ノ
ー
か

だ
け
。
動
物
の
瞳
が
、
美
し
く
か
わ
い

い
の
は
、
余
分
な
欲
を
持
た
ず
に
正
直

で
純
粋
に
生
き
て
い
る
か
ら
で
す
。

お
寺
が「
お
気
持
ち
で
」と
言
う
ワ
ケ

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
循
環
し
て
い
る
の
で
、

幸
せ
は
人
に
分
け
与
え
ま
し
ょ
う
。
す

る
と
ま
た
自
分
に
返
っ
て
く
る
。
何
気

な
い
小
さ
な
事
で
も
自
分
が
幸
せ
と
感

じ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
を
ま
た
人
に
還
元

し
て
い
く
。
そ
れ
が
大
切
な
生
き
方
。

お
金
は
、
「
稼
ぐ
」
「
使
う
」
「
貯
め

る
」
の
３
つ
。
お
金
は
人
々
の
欲
に
触

れ
て
強
い
－
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
っ
て

自
分
の
と
こ
ろ
へ
や
っ
て
く
る
。
身
の

丈
以
上
に
、
欲
を
持
っ
て
お
金
に
執
着

す
る
と
そ
の
－
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
巻
き

込
ま
れ
て
人
生
が
狂
う
。

　

お
金
は
、
も
と
も
と
感
謝
を
表
す
道

具
の
ひ
と
つ
な
の
で
す
。
商
売
は
、
最

初
か
ら
定
価
が
決
ま
っ
て
い
て
、
そ
の

価
値
を
納
得
し
て
客
が
対
価
を
払
う
。

し
か
し
お
寺
は
違
い
ま
す
。
お
布
施
や

寄
付
に
価
格
や
定
価
が
な
い
の
は
、
人

間
の
純
粋
な
心
を
取
り
戻
し
伝
え
て
い

く
場
所
だ
か
ら
で
す
。
前
に
も
書
き
ま

し
た
。
お
布
施
は
、
僧
侶
の
時
給
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ご
本
尊
や
仏
さ
ま
に
感

謝
し
御
供
え
す
る
も
の
な
の
で
す
。
そ

の
事
が
理
解
出
来
な
い
の
は
、
心
の
ど

こ
か
で
信
じ
き
れ
て
い
な
い
部
分
が
あ

る
か
ら
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
思
い
切
っ

た
喜
捨
（
寄
付
）
も
出
来
な
い
ん
だ
と

思
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
や
未
来
の

た
め
に
、
あ
る
程
度
の
蓄
え
は
必
要
で

す
が
、
倹
約
ば
か
り
で
今
の
自
分
が
楽

 

4
枚

遠
藤　

順
丈

遠
藤　

文
子

大
江　

國
雄

糟
谷
美
智
子

小
脇　

和
幸

小
脇
ス
ズ
子

笹
部
世
都
子

田
辺
須
美
恵

田
辺　

良
三

寺
本　

誠
司

冨
井　

紀
一

冨
井　

洋
子

永
田　

悦
子

永
田　

治
博

 

3
枚

大
江　
　

恵

大
熊
み
な
み

大
塚
佳
陽
子

大
塚　

好
子

北
川　

賀
晟

高
瀬　

絹
枝

高
瀬　

守
雄

辻
村　

知
子

辻
村
由
美
子

馬
場　

壯
夫

前
田　
　

弘

前
田　

星
子

吉
田
あ
や
子

吉
田　
　

宏

 

2
枚

岩
切
良
太
郎

臼
井　

正
子

太
田　

晶
子

岡　
　

政
夫

片
山
ハ
ル
エ

門
野
美
津
子

唐
田　

和
子

岸
本　

和
子

岸
本
智
恵
子

国
領　

郁
子

佐
藤　

貞
子

志
水　

郁
子

高
瀬
貴
美
子

中
尾
恵
美
子

中
尾　

武
司

野
村
明
日
香

三
好
き
よ
子

森
本
健
太
郎

森
本　

夕
貴

 

1
枚

杉
山　

喜
代

秋
山　

京
子

秋
山　

夏
子

有
友
志
穂
美

有
友　

善
行

池
田　

一
三

池
田　

節
子

岩
切
寿
美
子

岩
切　

麻
紀

大
熊　

真
樹

唐
田　

淳
男

唐
田　

行
庸

岸
本　

和
子

岸
本　

剛
一

北
川
カ
ズ
子

國
定　

隆
行

佐
藤　

容
一

柴
田　

里
江

柴
田　

幸
子

新
間　

敬
秀

助
川　

恭
子

助
川　
　

茂

田
辺
日
出
美

田
辺　

靖
雄

田
和　

章
子

中
尾　

英
騎

野
村　

勝
弘

森
本　

晴
美

　
1
8
8
1
枚

慈悲喜捨 2014年4月9日（水）

し
く
な
け
れ
ば
、
良
い
人
生　

良
い
成

長
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
質
を
高
め

る
よ
う
な
事
に
お
金
は
使
う
べ
き
で
す
。

執
着
を
断
ち
切
り
心
の
浄
化

　

当
山
の
ご
本
尊
は
壁
に
ペ
ン
キ
で
描

か
れ
た
た
だ
の
壁
。
仏
像
は
、
た
だ
の

木
で
出
来
た
彫
刻
や
人
形
。
で
も
そ
う

し
た
生
命
の
無
い
も
の
に
も
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
あ
る
。
お
寺
は
、
ず
っ
と
そ
の

ご
本
尊
に
対
し
て
1
3
0
年
間
お
経
を

上
げ
続
け
て
い
る
場
所
な
の
で
す
。

　

毎
日
、
お
給
仕
を
し
て
掃
除
を
怠
ら

な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
、
本
堂
は
そ

の
パ
ワ
ー
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
溢
れ

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
お
寺
は
、
本
年
こ
う
し
て
増

改
築
工
事
の
大
き
な
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
綺
麗
に
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
さ
れ
た
お
寺
は
、
ま

す
ま
す
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
す

る
事
で
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
素

晴
ら
し
い
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
に
な
れ
る
よ
う
に
、
私

は
努
力
し
続
け
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
も
ま
た
こ
の
機
会

に
、
思
い
切
っ
て
自
分
の

執
着
を
断
ち
切
っ
て
お
寺

に
喜
捨
し
て
頂
け
ま
せ
ん

か
。
お
題
目
の
功
徳
を
受

け
る
皆
さ
ん
の
心
は
、
清

ら
か
で
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。

　

お
寺
へ
来
ら
れ
て
、
お

経
を
読
ん
だ
り
、
お
題
目

を
唱
え
た
り
、
写
経
し
た
り
す
る
事
は
、

も
ち
ろ
ん
＋
の
清
浄
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

得
ら
れ
て
、
自
分
自
身
の
心
の
浄
化
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

清
ら
か
な
心
と
は
、
常
に
ピ
ュ
ア
で

純
粋
な
気
持
ち
を
持
ち
続
け
る
こ
と
。

　

そ
う
常
に
青
く
あ
り
続
け
る
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。

　

濁
っ
た
バ
ケ
ツ
の
水
に
、
い
く
ら
綺

麗
な
水
を
注
い
で
も
、
す
ぐ
に
は
透
明

に
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
日
頃
か
ら
、

清
ら
か
な
心
を
持
ち
続
け
ら
れ
る
よ
う

努
力
す
る
事
が
一
番
大
切
な
の
で
す
。

皆のもの、

我らは
福の神

じゃ

ぜんざ
い
ぜんざ

い
おぜん

ざい。

福を受け取るのじゃ～

福→

福→

福→

ソレェ～！！

手のシワとシワを合わせてシアワセ～なんて古いか！？ 再行しか出てないのに元政をつけると伝師の気分

昨日は灌仏会、おはなまつりだった。私は葬儀があっ
たので、檀家さんにお任せして何も手伝えなかった。

しかし後で話を伺うと、たくさんの方に甘茶を供養できたようであ
る。お天気が良かったので、人通りも多かったからか。呼び込みが
上手かったのか。何より驚いたのは、お賽銭が例年より、かなり多
く集まったことである。お寺
からの供養なのでお賽銭を出
されても、一度は断るように
している。「それでも…」と
出された場合にのみ、受け取
るのだが、積極的に出された
という話に驚き。皆様の喜捨
という布施行為に合掌である。

三
月
二
十
一
日
（
祝
）

春
彼
岸
せ
が
き
法
要

行道中の木番は鎌田さん 舞ちゃんの募金をヨロシクお願いします

お着物の方もお見えになられます。 ああ～エエとこで時間切れ。続きは開山会に。え～っと、私は何番かしら

せがき当日は納骨堂も賑わいます。今回は桜餅を供養しました。おっ！　イカナゴのくぎ煮あるやん

わ
か
る
か
ナ
〜
？

　
わ
か
ん
ね
ぇ
〜
だ
ろ
う
ナ
〜
？

読経と読上げが同時進行。時間短縮を図ります。

　

第
42
回
の
信
行
会

修
了
式
を
1
月
13
日

に
行
っ
た
。
修
了
証

は
、
毎
年
宗
務
所
を

通
し
て
総
長
名
で
発

行
し
て
頂
い
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
今
年
か
ら
、

も
う
発
行
で
き
な
い

と
い
う
。
理
由
は
宗

門
運
動
が
変
化
し
、

統
一
信
行
と
い
う
観
点
が
無
く
な
っ
た
か
ら
だ
。

護
法
運
動
時
代
の
制
度
で
、
今
は
結
縁
運
動
に

変
わ
っ
て
い
る
か
ら
し
か
た
が
な
い
と
理
解
は

出
来
る
。
こ
ち
ら
は
42
年
間
も
続
い
て
い
る
の

だ
か
ら
当
然
か
。
気
に
な
っ
て
過
去
の
資
料
を

繰
る
と
、
第
1
回
目
は
昭
和
47
年
。
ど
う
も
こ

の
時
は
、
お
寺
で
修
了
証
を
発
行
し
て
い
た
よ

う
だ
。
第
8
回
の
昭
和
54
年
か
ら
宗
門
発
行
の

修
了
証
が
出
て
い
る
。
ピ
ー
ク
時
に
は
20
名
以

上
の
受
講
者
が
い
た
よ
う
だ
。
今
年
の
修
了
者

が
8
名
な
の
で
、
私
も
頑
張
ら
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
何
で
も
続
け
る
と
い
う
の
は
大
切
な
こ

と
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
そ
れ
な
り
に
必
要
で
あ

る
。
今
年
か
ら
私
の
名
前
で
修
了
証
を
発
行
し
、

信
行
会
は
先
代
が
始
め
た
頃
の
原
点
に
戻
る
。

記
念
す
べ
き
第
50
回
ま
で
後
8
年
!!

　

今
年
も
信
行
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

次
回
は
６
月
１
日
（
日
）
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

一
緒
に
勉
強
し
ま
せ
ん
か
?

特別講師　ジロー・ソウケイ・オハラ

過去42回の信行会の内、最多受講の31回を誇る大橋ヒデ子さん

福
福



思い出のポンコツ車へ捧ぐ

震災で潰れた軽自動車を買い換えてから
ですから、もう19年が経った我が家のエ

ミーナ。まだ三男も生まれていなかったし、愛犬「そ
ら」も我が家に居ませんでした。ほとんど、家族で出
かける時にしか乗っていませんので、走行距離は8万
㌔ちょっとです。主に趣味と旅行で活躍し、車内でし
か聞かないＭＤは子供達が聞いていたコブクロや19、
湘南の風にオレンジレンジ。私はちょっと前の流行の
曲を、運転中に子供達に教えられたものです。そんな
長男も次男も自分で、エミーナを運転できるようにな
りました。二人の引っ越
しにも活躍し、最後に子
供達の運転練習用という
役目も終えました。車を
イヨイヨ手放します。ち
ょっとオセンチな気分に
なっている私･･･。

れんこ
ん

日　記
2014年3月7日（金）

漆八角前机 70万円

丈六（じょうろく）塔婆までは
出来ませんでした。丈四ぐらいです…

ペット供養塔
石柱表札
旗立て （のぼり旗込）
山門
130周年報恩白木塔婆３本
木製ベンチ
ショーケース
木製受付カウンター
木製パーティション
樫の木テーブル
ＰＣサーバー機器
防犯カメラシステム
事務机と椅子
日蓮聖人御遺文聖教
漆八角前机
漆八角花台1台
龍天井照明
水行場
水神社
漆禮盤回転椅子
本堂机　
丸木製ベンチ
Ｒ長木製ベンチ
掲示板
漆過去帳台
漆磬台
漆前机
ガラス手摺
テーブル
椅子
電子黒板
大型テレビ
原爆ドーム

２００万
１００万
５０万
２００万
３０万

５万×２脚
７万
２０万
５万
１０万
１００万
３０万

金額未定
３００万
７０万

２０万×２台
３０万
７０万
５万
２０万

金額未定
８万
６万
１０万
１０万
１０万
５０万
４０万

金額未定
金額未定
金額未定
金額未定
３６０万

外回り

中庭
1階エントランス

2階事務所

2階本堂

2階本堂前

2階納骨堂

3階道場
3階会議室

屋上

新設
新設
新設
新設
新設
新設
新設
新設
新設

新設
新設
新設
既設
既設
既設

新設

新設
新設
新設
新設
新設
既設
既設塗替
既設
新設
新設
新設
新設
新設
既設

設置場所 仏具・物品

仏具・物品志納一覧表（5月現在）

志納額 備　考

志
主
さ
ん
大
募
集
！

３
本
セ
ッ
ト
価
格
30
万
円
で
す
。

バ
ラ
売
り
は
ナ
シ
よ
。

編
集
後
記

事
務
所
の
移

転
が
終
了
し

ま
し
た
。
電

話
も
Ｐ
Ｃ
も

全
て
本
堂
の

一
角
に
移
設

し
た
の
で
す
。

Ｐ
Ｃ
は
Ｏ
Ｓ

が
Ｘ
Ｐ
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
機

会
に
入
れ
替
え
て
７
に
し
ま
し

た
。
と
こ
う
書
い
た
ら
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
が
苦
手
の
人
は
、
何
か

い
て
る
か
全
く
判
ら
へ
ん
や
ろ

な
ぁ
…
。

と
り
あ
え
ず
気
分
は
、
ま
さ
に

今
「
Ｓ
・
Ｉ
」
。
え
っ
？
「
エ

ス
ア
イ
」
っ
て
知
ら
な
い
で
す

か
？
？
？

心
機
一
転
…
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｇ
Ｏ
風
…

　
　
　
　
　
　
　
　

【
智
孝
】

◇　
　

◇　
　

◇

　
5
月
7
日
、
晩
御
飯
の
支
度
に

か
か
ろ
う
と
し
た
時
に
、
包
丁

で
左
親
指
負
傷
。
止
血
す
る
た

め
に
20
分
近
く
圧
迫
す
る
も
血

が
と
ま
ら
ず
…
。
絆
創
膏
で
き

つ
く
締
め
付
け
９
日
の
朝
、
よ

う
や
く
血
が
止
ま
る
。

５
月
16
日
現
在
、
傷
口
上
部
の

痺
れ
が
お
さ
ま
ら
ず
、
物
が
当

た
る
と
激
痛
が
…
。
病
院
に
行

っ
て
た
方
が
よ
か
っ
た
ん
か
な

〜
（
笑
）　
　
　
　

【
陽
子
】

　

◇　
　

◇　
　

◇

　
こ
の
記
事
を
書
い
て
い
る
今
、

筋
肉
痛
で
す
。
事
務
所
を
本
堂

に
移
転
す
る
時
に
調
子
に
乗
っ

て
重
い
棚
を
一
人
で
運
び
ま
し

た
。
カ
バ
ン
を
持
つ
の
も
辛
い

ぐ
ら
い
で
、
と
て
も
後
悔
し
て

い
ま
す
。
日
々
の
運
動
不
足
、

暴
飲
暴
食
、
そ
ろ
そ
ろ
本
気
で

体
を
何
と
か
し
な
い
と
…

→
毎
回
言
っ
て
る
気
が
し
ま
す

（
笑
）　
　
　
　
　

【
清
水
】

　

◇　
　

◇　
　

◇

　
開
山
一
三
〇
周
年
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
震
災
本
『
佛
の

御
手
を
垂
れ
』
以
来
、
十
五
年

近
く
の
お
付
き
合
い
で
〜
す
。

今
で
は
お
寺
の
行
事
に
参
加
し
、

こ
の
寺
報
の
製
作
を
担
い
、
住

職
の
付
き
人
（
世
間
で
は
副
部

長
ク
ラ
ス
？
の
要
職
）
。
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
野
球
で
は
、
い
き
な

り
打
順
８
番
の
強
肩
ラ
イ
ト
で

す
。
な
ん
で
や
ね
ん
！
ホ
ン
マ
、

人
使
い
荒
い
ワ
〜
こ
の
人
。

　
　
　

【
控
え
目
の
徳
リ
ン
】

　さぁ、つながって行こう！  みんなで花を育てよう！！平成26年５月24日 Vol . 9（４）

春彼岸で募りました重い心臓病と闘う兵庫区在住の小５西條舞さんの募金は16,555円集まりました。お寺からも1万円を協力して支援団体に届けました。目標額に達して渡米される事になった報道が先日流れていました。

予
告
記
事

※
「
唱
題
の
つ
ど
い
」
は

　

工
事
中
の
た
め
、
当
分
の
間
お
休
み
で
す
。

●
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
1
時
〜

　

※
信
行
会
は
、
た
だ
今
新
規
参
加
者
大
歓
迎
。

　

お
経
練
習
１
時
間
半
と
講
義
１
時
間
半
で
す
。

　

受
講
料
1
回
1
0
0
0
円
。

　

６
月　

１
日
（
日
）　

  　

　

７
月　

６
日
（
日
）

★
信
行
会

●
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
9
時
半
〜

　

６
月
13
日
（
金
）　

　

７
月
10
日
（
木
）
後
、
国
民
平
和
行
進
の
予
定

★
護
持
会
奉
仕
日

●
総
代
･
護
持
会
役
員
は
出
席
下
さ
い
。

　

６
月
14
日
（
土
）
午
後
2
時　
　
　
　
　

　

７
月
６
日
（
日
）
午
後
4
時

★
運
営
会
議

●
7
月
23
日
（
水
）〜
25
日
（
金
）

●
会　
　

場　

日
蓮
宗　

久
遠
成
寺

　
　
　
　
　
　

加
東
市
掎
鹿
谷
2
7
0

●
宿
泊
施
設　

O
A
A
は
り
ま
ハ
イ
ツ

　
　
　
　
　
　

加
古
川
市
加
古
川
町
大
野

●
参
加
費　

当
山
か
ら
の
参
加
者
は
無
料
で
す

　
　
　
　
　
　

2
泊
7
食
・
保
険
料
・
教
材
費
付

●
参
加
資
格　

一
般
の
小
学
校
３
年
生
〜

　
　
　
　
　
　

中
学
校
３
年
生
・
男
女

●
募
集
定
員　

30
名

●
申
込
方
法　

詳
し
く
は
清
水
上
人
ま
で

●
主　
　

催　

日
蓮
宗
兵
庫
県
東
部
青
年
会

●
後　
　

援　

日
蓮
宗
兵
庫
県
東
部
宗
務
所

★
蓮
の
実
道
場

●
７
月
29
日
（
火
）
午
前
11
時
〜

　

貴
方
に
ア
ツ
〜
イ
お
灸
を

　

据
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

★
土
用
丑
の
ご
祈
祷

来
た
る
６
月
５
日

二
八
宿「
軫
」の
日
午
後
４
時
か
ら

済

済

済

　

開
山
会
法
要
も

無
事
終
わ
り
、
今

お
寺
は
1
3
0
周

年
報
恩
事
業
の
第

三
期
工
事
の
真
っ

最
中
で
す
。
増
築
の

基
礎
工
事
も
終
わ
り
、

鉄
骨
組
み
に
入
っ
た

と
こ
ろ
で
6
月
初
旬

に
は
上
棟
を
向
か
え

ま
す
。
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
イ
ー
ク
明
け
か
ら
、

既
存
の
改
修
工
事
に

も
取
り
か
か
っ
て
お
り
、

現
在
は
執
務
を
本
堂
に

仮
移
転
し
て
、
事
務
所

や
ト
イ
レ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
中
…
。
志
納
金
寄

付
の
勧
募
を
大
々
的
に

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
こ
で
同
時
に
仏
具
や

物
品
志
納
の
施
主
も
募

り
ま
す
。

　

普
通
に
志
納
金

寄
付
（
10
万
円
以

上
）
を
い
た
だ
い

た
方
に
は
、
増
築

部
分
に
半
永
久
的

な
ご
芳
名
を
刻
み

ま
す
。
仏
具
や
物

品
に
対
す
る
志
納

の
場
合
は
、
原
則
そ
の
現
物
に
施
主

の
お
名
前
を
入
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
現
在
の
本
堂
や
納
骨
堂
で

使
っ
て
い
る
仏
具
や
物
品
に
も
檀
家

さ
ん
の
芳
名
が
記
入
さ
れ
た
物
が
沢

山
あ
り
ま
す
。
今
回
の
工
事
は
、
増

築
と
改
修
が
メ
イ
ン
で
す
の
で
、
新

し
く
作
る
仏
具
の
募
集
品
は
数
少
な

い
の
で
す
が
、
現
在
使
用
し
て
い
る

物
の
中
に
も
施
主
が
付
か
な
か
っ
た

も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
改
め
て
同

時
に
再
募
集
を
致
し
ま
す
。
新
し
い

物
を
作
る
場
合
は
、
出
来
上
が
っ
て

か
ら
で
な
い
と
志
納
し
て
く
だ
さ
る

方
に
ど
ん
な
も
の
か
理
解
し
て
も
ら

４
月
19
日
は
最
高
の
お
天
気

に
恵
ま
れ
、
神
戸
寺
院
会
の

団
参
で
岡
山
の
最
上
稲
荷
を

訪
れ
ま
し
た
。 

伏
見
・
豊
川
と
並
ぶ
日
本
三

大
稲
荷
と
称
さ
れ
る
こ
の
癒

や
し
の
地
は
、
実
は
神
社
の

よ
う
で
神
社
で
無
い
ベ
ン
ベ

ン
。
お
寺
の
よ
う
で
お
寺
で

無
い
ベ
ン
ベ
ン
。
そ
れ
は
ナ

ニ
か
と
尋
ね
た
ら
…
と
言
い

た
く
な
る
よ
う
な
風
情
と
佇

ま
い
で
す
が
、
妙
教
寺
と
い

う
歴
と
し
た
日
蓮
宗
の
お
寺

な
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
も
当
山
が
所
属
し
て
い

る
池
上
法
類
の
柳
島
法
縁
で
、

ま
ぁ
、
お
寺
同
士
の
親
戚
と

い
っ
た
感
じ
の
関
係
で
す
。

今
回
は
定
員
40
名
だ
っ
た
予

定
が
大
幅
に
増
え
て
、
バ
ス

２
台
11
ヶ
寺
77
名
で
お
参
り

し
て
き
ま
し
た
。
当
山
か
ら

は
、
９
名
の
善
男
子
善
女
人

が
参
加
。
「
最
上
さ
ま
」
を

最
上
稲
荷
は
最
上
の
お
天
気

お
祀
り
し
た
本

殿
の
周
り
で
は

法
華
経
を
モ

チ
ー
フ
に
製
作

さ
れ
た
石
掘
が

並
び
ま
す
。
特

に
１
週
間
前
に

50
周
年
の
記
念

改
修
落
慶
法
要

を
終
え
た
ば
か

り
の
「
仁
王

門
」
は
、
私
も

山
門
改
修
を
考

え
て
い
る
時
期

と
い
う
事
も

あ
っ
て
興
味
深

く
拝
見
し
ま
し

た
。

ま
た
特
に
私
の

中
で
、
何
故

に
？
偶
然
？
と

い
う
疑
問
が
解

け
ぬ
ま
ま
、
御
山
主
・
稲
荷

泰
瑛
上
人
の
法
話
を
参
加
者

全
員
で
拝
聴
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
皆
で
有
名
な
加
持

祈
祷
を
受
け
ま
し
た
。

こ
ち
ら
で
は
独
自
で
荒
行
堂

を
開
催
さ
れ
て
お
り
、
唯
一

尼
僧
さ
ん
も
入
れ
る
時
期
が

あ
り
ま
す
。
現
在
、
宗
門
認

可
の
荒
行
堂
は
、
そ
れ
こ
そ

当
山
の
本
家
本
元
、
千
葉
の

法
華
経
寺
だ
け
な
の
で
す
が
、

縁
や
志
あ
っ
て
こ
ち
ら
の
門

を
た
た
く
僧
侶
も
数
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

同
じ
法
華
経
を
拝
読
し
ま
す

が
、
そ
の
お
経
の
早
い
こ
と

早
い
こ
と
…
良
く
拝
読
し
て

い
る
寿
量
品
で
さ
え
も
ナ
カ

ナ
カ
付
い
て
読
め
ま
せ
ん
。

ま
た
普
段
は
、
こ
ち
ら
が
ご

祈
祷
を
す
る
ば
か
り
で
自
分

が
受
け
る
と
い
う
事
が
滅
多

に
あ
り
ま
せ
ん
。
貴
重
な
体

験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

仏具・物品志納者 大募集!!!!!

上
棟
式
を
奉
行
!!

増
築
工
事
の
鉄
骨
が
組
み
上
が
り
ま
す
の
で
、

右
記
日
程
に
て
上
棟
式
を
執
り
行
い
ま
す
。

上
棟
式
は
、
工
事
関
係
者
を
中
心
に
行
う
予

定
で
す
。
檀
信
徒
の
皆
さ
ん
も
自
由
に
参
列

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
地
鎮
式
の
時
と
違
い
、

記
念
品
や
粗
供
養
等
の
準
備
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
ご
容
赦
下
さ
い
。 

　

ま
た
当
日
法
要
の
後
、
午
後
５
時
半
よ
り

新
開
地
の
居
酒
屋
「
八
喜
為
」
さ
ん
に
て
、

祝
宴
を
開
催
し
ま
す
。
工
事
関
係
の
方
は
、

お
寺
の
オ
ゴ
リ
で
す
が
、
お
酒
好
き
の
檀
家

サ
ン
も
、
会
費
５
０
０
０
円
で
参
加
出
来
ま

す
。
食
べ
放
題
・
飲
み
放
題
。
た
だ
し
、
こ

ち
ら
に
参
加
希
望
の
方
は
、
６
月
３
日
ま
で

に
お
寺
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
ね
。

待
っ
て
ま
す
!!　
　
　

智
孝

え
な
い
と
い
う
欠
点
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
現

物
が
あ
る
も
の
に
対
し

て
は
、
品
物
そ
の
も
の

を
確
認
し
て
寄
付
出
来

る
と
い
う
長
所
が
あ
り

ま
す
。
現
物
が
す
で
に

あ
る
も
の
は
、
基
本
的

に
仏
具
の
み
と
し
、
こ
の
機
会
に
修

理
補
修
と
漆
の
塗
り
直
し
を
致
し
ま

す
。
お
寺
で
後
世
ま
で
長
く
大
切
に

使
わ
れ
る
仏
具
に
貴
方
の
名
前
を
残

し
ま
せ
ん
か
。

　

建
築
に
対
す
る
志
納
金
寄
付
は
基

本
的
に
分
割
も
可
能
で
す
が
、
仏

具
・
物
品
志
納
に
関
し
て
は
、
一
括

志
納
に
限
り
ま
す
。

　

ま
た
募
集
金
額
は
、
全
て
が
見
積

も
り
を
と
っ
た
上
で
、
志
納
額
を
算

出
し
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

原
価
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
あ
る
程

度
キ
リ
の
良
い
数
字
で
募
集
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
事
を
ご
承
知
置
き
下

さ
い
。
ま
た
仏
具
・
物
品
志
納
に
限

り
場
所
は
限
定
さ
れ
ま
す
が
、
「
為

○
○
家
先
祖
代
々
供
養
」
「
為
○
○

院
○
○
日
○
信
士
」
等
の
法
号
を
入

れ
る
希
望
も
お
受
け
し

ま
す
。
ま
た
と
な
い
機

会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

参
考
に
、
こ
の
5
月
現

在
で
募
集
を
考
え
て
い

ま
す
物
を
上
記
表
に
掲

げ
て
い
ま
す
。

　

御
一
考
い
た
だ
け
る

方
は
、
お
寺
へ
是
非
お

声
が
け
下
さ
い
。　
　

　

住
職

し
ん

漆八角花台 20万円

漆過去帳台 10万円

♪ありの～
ままの～

姿見せるの
よ～♪♪

寄付へレデ
ィゴー!!

※募集物品については、今後増える可能性があります。お気持ちのある方は住職にご相談ください。

、
、


